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	　　　　　　　　　　　　　　　温泉に河川水を混ぜる
２月２６日に大阪府岸和田市が開設し民間へ運営委託している温泉施設で、温泉水に井戸水を混ぜて利用していたが、ろ過機用バルブの不具合による漏水で水量が不足して、河川水を混ぜていたことが発覚しました。このほかにも過去の不適切な管理が発覚していますので、新聞報道等をもとにまとめました。
所　在　地　大阪府岸和田市
施設の概要　温泉利用施設（旅館併設）
　　　　　　岸和田市が開設して、運営を民間企業へ委託

事件の概要　温泉水に井戸水を混ぜて利用していたが、昨年暮れの葯１ヶ月間、ろ過機用バルブの不具合による漏水で水量が不足して、河川水を混ぜていたことが、２月２６日の市議会で発覚。このほかにも過去の不適切な管理が発覚。

新聞報道等の要旨

2010年2月27日　asahi. com 関西

大阪府岸和田市が開設し、民間企業が運営する同市内の温泉施設Ｕで、昨年11月中旬から12月中旬にかけて井戸水の代わりに川からくみ上げた水を温泉水に混ぜていたことがわかった。 
市や運営企業によると、この施設では通常、天然温泉水と井戸水を混ぜて使っているが、井戸水をくみ上げるポンプの調子が悪くなったため、代わりに近くの河川の水を使っていた。担当者が発案し、事後報告を受けた支配人も黙認したという。 
同社は施設が開業した1996年6月から2000年2月にかけても、ポンプの故障で天然温泉水が不足したため、水道水に塩を混ぜていたという。市は08年9月に情報提供を受け、09年3月の時点でこの事実を確認したが、公表しないまま指定管理者の契約を更新。河川水の使用については今月４日に情報提供を受けたが、26日の市議会で議員から質問されたのを受けて発表した。 
2010年3月1日　asahi. com 

温泉法では、温泉成分の掲示が義務づけられているが、この施設では川の水や塩を使っていると掲示していなかったため、府などは偽装表示にあたる可能性があるとみている。また、使った川の水が安全かどうかの検査もしていなかったという。

この施設には年間約20万人が訪れており、利用者から入浴料700円のほか、入湯税50円を徴収。
2010年3月２日　産経ニュース

大阪府は2日、混入後の12月の水質検査で浴槽から国の基準値の2倍のレジオネラ菌が検出されたにもかかわらず、業者が保健所に報告していなかったと発表した。大阪府は条例で、公衆浴場などの浴槽からレジオネラ菌が検出された場合、保健所への報告を義務付けている。
2010年3月5日　岸和田市商工観光課

河川水の引き入れが行われたのは、昨年11月～12月の約1ヶ月です。
これは、ろ過機用バルブの不具合による漏水で、温泉用の井戸水が不足したため行われたものです。河川水は、井戸水と共に源泉水に混ぜられ、塩素消毒・ろ過・加温して浴槽に入れられていました。
2010年3月10日　asahi. com 関西

9日、岸和田市は保健所に改善報告書を提出した。 
報告書は、水量不足を水道水で補うとコスト高になるなどの判断があり、「経費削減に重点を置き、安全面の認識がおろそかで、管理も現場任せだった」と総括。再発防止策として、外部の専門家らによる法令順守のための委員会を設置するほか、関係法令や運営マニュアルに関する職員向けの研修を実施。市が施設の立ち入り調査をする仕組みも整える。

　これらの新聞報道が本当だと、長い間利用者を欺いてきたことになります。（笈川）
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